
　ぺったん…ぺったん。決してリズムよくとは言えないタイミングで杵を振り下ろす園児たち
｜ 毎年この時期に良く見かける「もちつき」が12月11日（水）に西部保育園で行われました。
　アツアツに蒸したもち米を、杵でつけるように先生たちが下準備をした後、いよいよ園児た
ちが登場。大人でも重たい杵を両手で持つと、「うわ～重た～い」とフラフラしながらも、み
んなで頑張ってもちつきを楽しんでいました。

	「輝きと安らぎのあるまち」
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うわ～重た～い
　　…でも頑張るゾ！
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
三
郷
町
政
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
東
京
に
決
定
し
、
富
士
山
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
に
夢
と
希
望
を
も
た
ら
す
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
、
未
来
へ
の
活
力
を

感
じ
ら
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

三
郷
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
を
、
四

月
に
本
格
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
利
便
性
か
ら
日
を
追
う
ご
と
に
利
用
者
数
が
増
え
、
本
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
予
防
接
種
の
助
成
拡
大
を
は
じ
め
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
を
中
学
校
卒

業
ま
で
に
拡
大
す
る
な
ど
、
少
子
高
齢
化
対
策
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
三
郷
北
小
学
校
へ
の
通
学
路
で
も
あ
る
勢
野
北
地
域
と
美
松
ケ
丘

を
結
ぶ
新
た
な
幹
線
道
路
の
整
備
も
土
地
所
有
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て

着
手
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
の
備
え
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
設
備
を
デ
ジ
タ
ル
化
に
一

「
輝
き
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
」

　

更
な
る
充
実
を
目
指
し
て ―

�



新
す
る
事
業
に
も
早
々
に
着
手
す
る
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
老
朽
化
し
て
い
る
給

食
セ
ン
タ
ー
を
一
新
す
る
計
画
の
中
で
、
施
設
の
一
部
に
防
災
機
能
も
兼
ね
備
え
た
、
新
た
な
複
合
施
設
と
し

て
早
急
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
生
活
環
境
の
整
備
・
充
実
、

福
祉
全
般
に
わ
た
る
施
策
の
推
進
な
ど
、
必
要
な
施
策
を
見
極
め
な
が
ら
効
率
的
に
事
業
を
実
施
し
、
皆
様
に

「
こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
ま
た
「
三
郷
町
に
住
み
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
輝
き
と
安
ら

ぎ
の
あ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
午
年
で
あ
る
今
年
、
一
意
専
心
に
よ
り
一
層
馬
力
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
幸
せ
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
六
年　

元
旦

　　三郷町長

森 　 宏 範

�



　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
、
生
活
習
慣
病

（
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
）
や
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
の
関
連
も
深
く
、
誰
も
が

か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
、
こ
の
病
気
の

怖
い
と
こ
ろ
は
、
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
い
こ
と
で
す
。

•

尿
検
査
で
蛋
白
が
出
た
。

•

血
糖
が
高
い
時
が
あ
る
。

•

血
圧
が
高
い
方
だ
。

　

な
ど
の
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
自
分

は
元
気
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
リ
ス
ク

を
高
め
、
気
づ
い
た
時
に
は
人
工
透
析
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
原
因

や
、
日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
15
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　
三
郷
町
立
図
書
館
・
視
聴
覚
室

講　
師　
奈
良
県
立
医
科
大
学　

准
教
授

　
　
　
　

赤
井
靖
宏
先
生
（
腎
臓
専
門
医
）

　
　
　

※�

あ
な
た
の
味
覚
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

「
み
そ
汁
味
く
ら
べ
」
を
行
い
ま
す
。

定　
員　
１
０
０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
43
︱
７
３
２
４
）
ま
で
。

　

～ 

笑
っ
て
楽
し
く
認
知
症
予
防 

～

　

高
校
の
体
育
教
諭
を
経
て
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
の
世
界
へ
。エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・

高
齢
者
ビ
ク
ス
・
リ
ン
パ
ビ
ク
ス
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
。
行
政
・

老
人
施
設
・
公
共
施
設
団
体
な
ど
で

の
講
演
や
実
技
指
導
等
。小
・
中
・
高
・

大
学
で
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
の
ト

レ
ー
ナ
ー
を
努
め
る
。

ホ
ン
ト
に
怖
い
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

　

～ 

糖
尿
病
と
の
関
係
が
わ
か
る
講
演
会 

～

　

現
在
、
日
本
の
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
は
１
３
３
０
万
人
、
成

人
の
約
８
人
に
１
人
に
の
ぼ
り
、
今
や
「
新
た
な
国
民
病
」
と
ま
で
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
利
根
川
Ｋ
ス
タ
ジ
オ
主
宰

　

日
本
リ
ン
パ
ビ
ク
ス
協
会
理
事
長
／
利
根
川
施
療
院
院
長
／
東
林
間
珠
算
教
室

室
長
Ａ
Ｆ
Ａ
Ａ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
、
内
閣
府
認
証
健
康
管
理
士
、
統
合
医
療
学
会
会

員
、
日
本
認
知
症
予
防
学
会
会
員

講　
師　
利
根
川
久く

に

こ
女
紅　

氏

定　
員　
４
５
０
人
（
先
着
順
）

主　
催　
三
郷
町
・
三
郷
町
教
育
委
員
会
・

　
　
　
　

三
郷
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

お
申
し
込
み
は
、
三
郷
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
34
︱
０
０
３
５
）
ま

で
。
参
加
希
望
者
が
定
員
に
達
し
た
場
合
、
参
加
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
（
三
郷
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

と　
き　

２
月
13
日（
木
）
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　
文
化
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー
ル

認
知
症
予
防
で
き
る
ま
ち
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

利
根
川
久
女
紅　
氏　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新
た
な
国
民
病

▲昨年行った講演の様子

肥満の方

糖尿病の方高血圧の方

参加
無料

特に注意が必要な方
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費　
　
用　
児
童
１
名
に
つ
き
月
額
５
０
０
０
円

　
　
　

※�

た
だ
し
、町
民
税
非
課
税
世
帯
は
２
５
０
０
円
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
は
無
料
で
す
。

開
所
時
間

　

通
常
授
業
日　

午
後
２
時
～
午
後
７
時

　

学
校
休
業
日　

午
前
８
時
～
午
後
７
時

　

休　

所　

日　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

※
７
・
８
月
を
除
く
第
２
土
曜
日
は
開
所
（
要
事
前
申
込
）

対
象
児
童　

�

町
内
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
お
お
む
ね
10

歳
未
満
の
児
童

受
付
期
間　

�

平
成
26
年
１
月
６
日（
月
）～
１
月
20
日（
月
）

　
　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

提
出
先　

�

三
郷
町
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務
課

（
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
）
ま
た
は
各
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

提
出
物　

•

入
所
申
請
書
（
児
童
１
名
に
つ
き
１
部
）

　
　
　
　

•

就
労
証
明
書
（
世
帯
内
保
護
者
全
員
分
）

※�

就
労
以
外
の
理
由
で
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
さ
れ
る
場

合
は
、
教
育
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
入
所

申
請
書
・
就
労
証
明
書
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
(http://www.town.sango.nara.jp/kikakuzaisei/

　
�shinsesho/shinsesho.htm

l)

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
総
務
課
）

平成25年４月１日から
　65歳までの雇用が
　　義務付けられました

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提
出
書
類
を
添
え
て
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
の
種
類
】

●
建
設
工
事　

●
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

●
物
品
・
役
務
の
提
供

【
三
郷
町
指
定
様
式
の
配
布
】

　

�

１
月
14
日（
火
）か
ら
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
入
札
情
報
）

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
請
書
の
受
付
期
間
】

　

２
月
３
日（
月
）～
17
日（
月
）

【
申
請
方
法
】
郵
送
申
請
に
限
る
（
当
日
消
印
有
効
）

　
　
　
　
　

※
町
内
事
業
者
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
書
の
有
効
期
間
】

　

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

【
提
出
書
類
】

●
三
郷
町
指
定
様
式　

●
そ
の
他
必
要
と
す
る
書
類

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
43
︱

７
３
１
３
）
ま
で
。

　

三
郷
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
就
労
な
ど

に
よ
り
昼
間
、
家
庭
に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
生
活
の

場
を
確
保
し
、
適
切
な
遊
び
や
指
導
を
行
い
、
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の

　
定
期
受
付
を
行
い
ま
す

　改正高年齢者雇用安定法の施行に伴い、事
業主の方は、①～③のいずれかの措置を講じ
てください。

①65歳以上への定年引き上げ
②�希望者全員の65歳までの継続雇用制度の
導入
③定年の定めの廃止
　なお、従前の継続雇用制度を導入されてい
る場合には経過措置が認められています。
　詳しくは、厚生労働省または奈良労働局の
ホームページをご覧いただくか、最寄りのハ
ローワークまたは奈良労働局職業対策課まで
お問い合わせください。
【改正高年齢者雇用安定法】
•厚生労働省ホームページ
　http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/
　�bunya/koyou_roudou/koyou/koureis�
ha/topics/tp120903-1.html
•奈良労働局ホームページ
　�http://nara-roudoukyoku.jsite.mhlw.�
go.jp/var/rev0/0099/1197/20136
12132934.pdf
•改正高年齢者雇用安定法の問合わせ先
　奈良労働局職業対策課
　　☎0742－32－0209
　ハローワーク大和郡山
　　☎0743－52－4355

　

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
く
、
短
期
の
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
１
名
（
※
パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業
の
経
験
必
要
）

受
付
期
間　
１
月
10
日（
金
）ま
で

勤
務
期
間　
２
月
５
日（
水
）～
３
月
14
日（
金
）

　
　
　
　
　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
実
働
７
時
間
）

賃　
　
金　
時
給
８
０
０
円

　

履
歴
書
を
持
参
の
う
え
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

短
期
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
26
年
度 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
受
付
を
開
始
し
ま
す

平
成
26
年
度
放
課
後

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
入
所
申
請
要
領

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
概
要

�



厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
、
全
国
で
も

　

奈
良
産
業
大
学
・
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
全
国

大
会
出
場
が
決
ま
り
、
11
月
13
日（
水
）に
森
町
長
を
表
敬

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
平
成
21
年
４
月
に
創

部
さ
れ
た
新
し
い
チ
ー
ム
で
す
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
い

て
二
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
で
す
。

　

昨
年
度
は
初
戦
敗
退
に
終
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度

の
目
標
を
ベ
ス
ト
８
と
決
め
、
練
習
中
は
常
々
そ
の
目
標

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
て
こ
ら

れ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
。

　

森
町
長
の
「
ひ
と
つ
で
も
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
激
励
に
「
勝
ち
進
ん
で
、
全
国
で
も
三

郷
の
名
前
を
広
め
て
き
ま
す
」と
宣
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
本
番
で
は
、
初
戦
の
筑
波
大
学
と
の
熱
戦
を
70
対

47
で
制
し
、
初
勝
利
を
飾
り
ま
し
た
が
、
続
く
二
回
戦
で

は
関
東
王
者
の
白
鷗
大
学
に
70
対
96
で
惜
し
く
も
敗
退
。

来
年
度
の
健
闘
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
響
く
大
合
唱

　

12
月
１
日（
日
）に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー
ル
で
「
み
ん

な
で
第
九
を
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
場
は
超
満
員
。
４
人
の
ソ
リ
ス
ト
と
、
こ
の
日
の

た
め
に
特
別
編
成
さ
れ
た
「
み
ん
な

で
第
九
を
」
合
唱
団
の
合
唱
。
そ
し

て
、
辻
浩
二
さ
ん
指
揮
の
や
ま
な
み

グ
リ
ー
ン
管
弦
楽
団
の
演
奏
は
迫
力

満
点
で
、
み
な
さ
ん
ほ
れ
ぼ
れ
す
る

よ
う
な
表
情
で
聞
き
入
ら
れ
て
ま
し

た
。ち

ぃ
す
て
っ
ぷ
に
も
サ
ン
タ
さ
ん
が

　

12
月
６
日（
金
）に
、「
ク
リ
ス
マ
ス
会
～
人
形
劇
＆
サ
ン
タ
さ

ん
と
遊
ぼ
う
‼
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
方
た
ち
が
参
加
し
、
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
手
遊
び

し
、
人
形
劇
で
「
鬼
の
パ
ン
ツ
」
を
歌
っ
た
り
…
。

　

途
中
、
な
ん
と
本
当
に
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
し
、
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
渡
し
て
い
き
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
サ
ン
タ
さ
ん
に
子

ど
も
た
ち
は
「
キ
ョ
ト
ン
」
と
し
た
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

▲小さなサンタさんも登場

　

わ
ざ
わ
ざ
店
ま
で
出
か
け
る
こ
と
な
く
、
簡
単
に
買
い

物
が
で
き
、
数
日
後
に
注
文
し
た
品
物
が
届
く
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
は
、
利
用
者
が
年
々
増
加
し
、
今
や
５
兆
円

の
市
場
と
言
わ
れ
る
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

便
利
な
反
面
、
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
を
本
物
の
サ
イ
ト
と

そ
っ
く
り
な
サ
イ
ト
で
消
費
者
を
だ
ま
し
、
代
金
を
振
り

込
ん
で
も
商
品
が
届
か
な
い
と
い
う
、
偽
サ
イ
ト
も
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
奈
良
県
で
も
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
警
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

１
５
０
０
以
上
の
偽
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

◆
怪
し
い
サ
イ
ト
は
こ
こ
に
注
意
！

　

偽
サ
イ
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
海
外
の
サ
ー
バ
ー
を
経
由
し

て
、
国
内
銀
行
の
振
込
口
座
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
大
半

が
外
国
人
名
で
、
実
在
が
確
認
で
き
ず
、
犯
人
の
特
定
が

難
し
い
状
況
で
す
。
ネ
ッ
ト
で
の
買
い
物
は
安
い
か
ら
と

い
っ
て
、
安
易
に
飛
び
付
か
な
い
よ
う
、
次
の
よ
う
な
サ

イ
ト
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
番
号
の
記
載
が
な
く
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
（
無
料
で
利
用
可
能
な
フ
リ
ー
メ
ー
ル
が
多

い
）
し
か
な
い
、
若
し
く
は
携
帯
電
話
で
あ
る
。

②�

利
用
規
約
や
メ
ー
ル
の
文
面
が
、
翻
訳
サ
イ
ト
で
翻
訳

し
た
よ
う
な
不
自
然
な
日
本
語
で
あ
る
。

③
価
格
が
極
端
に
安
い
（
80
％
オ
フ
な
ど
）。

④�

代
金
支
払
い
が
銀
行
振
込
し
か
な
く
、
振
込
先
口
座
名

義
が
個
人
名
（
中
国
人
名
義
ら
し
き
も
の
が
多
い
）。

※�
以
上
に
該
当
す
る
サ
イ
ト
、
全
て
が
偽
サ
イ
ト
と
い
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の

 
 

偽
サ
イ
ト
に
ご
注
意
を
！

く
ら
し
に
役
立
つ
生
活
情
報

�



串
こ
ん
に
ゃ
く
を

で
お
・
も
・
て
・
な
・
し

　
「
信
貴
山
寅
ま
つ
り
」
は
地
域
コ
ン
サ
ー
ト

や
露
天
商
が
出
て
に
ぎ
や
か
。
張
り
子
の
寅
絵

付
け
体
験
な
ど
の
楽
し
み
も
あ
り
、
各
日
先
着

で
「
白
虎
汁
（
野
菜
汁
）」
の
振
る
舞
い
も
。

と　
き　
２
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺　

境
内

主　
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
貴
山
観
光
協
会
、

　
　
　
　

総
本
山
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
貴
山
観

光
協
会
（
☎
44
︱
９
８
５
５
）
ま
で
。

　

当
日
、
大
門
ダ
ム
を
見
学
で
き
る
「
大
門
ダ

ム
探
検
隊
」
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
予
約
が
必

要
で
す
の
で
、
詳
細
は
信
貴
山
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
貴
山
観
光
協
会
）

　

平
成
24
年
度
か
ら
三
郷
町
の
特
産
品
開

発
事
業
で
、
農
業
委
員
会
が
中
心
と
な
り

黒
大
豆
と
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
栽
培
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
収
穫
し
た
こ
ん
に

ゃ
く
芋
を
使
用
し
、
生
芋
１
０
０
％
の
串

こ
ん
に
ゃ
く
を
農
業
生
産
法
人
信
貴
山
の

ど
か
村
が
加
工
し
ま
し
た
。

　

朝
市
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
に
感
謝
を
込
め
て
、
無
料
で
提
供
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

と　
き　
１
月
12
日（
日
）
午
前
９
時
よ
り
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　

※
先
着
50
名
様
限
定

と
こ
ろ　
奈
良
県
農
協
三
郷
支
店
（
役
場
正
面
玄
関
前
）

　

朝
市
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
三
郷
町
農
業
委
員
会
（
☎
43
︱

７
３
４
３
）
ま
で
。

　
（
建
設
経
済
課
）

無
料

信
貴
山　
寅
ま
つ
り

年末年始の
運行カレンダー

　利用者登録がお済みでない方は役場・まちづく
り推進課に登録用紙を提出してください。
　（登録用紙は役場・住民課に置いています）

※通常運行…�８：30乗車～18：00降車。ただし、県
立三室病院を目的地とする場合のみ、
８：00から乗車できます。

※通常予約…�利用日の1週間前から電話予約できま
す。なお、インターネットからは24時
間365日予約できます。

12月
27 金 通常運行・通常予約
28 土 通常運行・通常予約
29 日 運休・電話予約も受付していません

30 月 運休・電話予約も受付していません

31 火 運休・電話予約も受付していません

1月
1 水 運休・電話予約も受付していません

2 木 運休・電話予約も受付していません

3 金 運休・電話予約も受付していません

4 土 通常運行
※電話予約は12月24日（火）から28日（土）までにしてください

5 日 運休

6 月 通常運行
※電話予約は、1月4日（土）以降の全日で、受付しています

7 火 通常運行
※電話予約は、1月4日（土）以降の全日で、受付しています

予約制乗合
タクシー

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に 

︱

　

少
し
で
も
不
審
と
思
っ
た
ら
、
取
引
を
中
止
し
、
実
在

す
る
サ
イ
ト
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①�

「
特
定
商
取
引
法
」
で
は
、
通
信
販
売
事
業
者
は
次
の

事
項
を
示
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

•
�

事
業
者
の
名
称
・
住
所
・
電
話
番
号
、
法
人
の
場
合
は

代
表
者
ま
た
は
通
販
担
当
の
責
任
者
の
氏
名
の
表
示
が

な
い
場
合
は
違
法
な
業
者
で
す
。

②�

決
済
は
代
金
着
払
い
等
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
方
法
を

利
用
す
る
。

　

商
品
を
受
け
取
る
前
に
代
金
を
振
込
む
事
は
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
会
社
概
要
等
の

表
記
を
見
て
、
販
売
業
者
名
等
を
確
認
し
、
業
者
名
と
振

込
先
口
座
名
義
人
と
が
一
致
す
る
か
確
認
し
て
、
正
規
の

販
売
サ
イ
ト
で
あ
る
か
を
必
ず
確
認
す
る
。

※�

会
社
を
名
乗
っ
て
い
て
も
、
振
込
先
が
個
人
に
な
っ
て

い
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

③�

記
載
さ
れ
た
住
所
等
に
つ
い
て
、
間
違
い
が
な
い
か
十

分
に
確
認
を
行
う
。

　

商
品
を
購
入
す
る
前
に
、
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る

連
絡
先
に
電
話
す
る
な
ど
し
て
正
規
の
業
者
が
運
営
し
て

い
る
か
確
認
す
る
。

④�

取
引
を
行
っ
た
際
の
資
料
に
つ
い
て
は
後
の
ト
ラ
ブ
ル

に
備
え
て
残
し
て
お
く
。

　

消
費
生
活
の
ご
相
談
は

と　
き　
水
曜
日　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　

第
４
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
役
場
２
階
・
住
民
相
談
室

相
談
員　
宝ほ

う

持じ　

義
昭

�



　家庭、地域、学校、職場などあらゆる場で、
性別などに関わりなく全ての人が自分の意思
で参画し、ともに支え合い、認め合い、喜び
も責任も分かち合える社会のことです。
　1999年に施行された「男女共同参画社会
基本法」では、「男女が社会の対等な構成員
として、自らの意思によって社会のあらゆる
分野における活動に参画する機会が確保さ
れ、もって男女が均等に、政治的、経済的、
社会的および文化的利益を享受することがで
き、かつ、ともに責任を持つべき社会」と、
うたわれています。

「男女共同参画社会」
って…？

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

11
月
30
日（
土
）に
、「
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」
を
奈
良
県
女
性

セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
三
郷
町
図
書
館
・
視
聴
覚

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
サ

ポ
ー
タ
ー
チ
ー
ム
「
い
き
サ
ポ
座
」
の
み
な
さ
ん

に
よ
り
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
劇
場
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寸
劇
を
通
し
て
自
治
会
役
員
の
改
選
問
題
、
老
老

介
護
な
ど
の
問
題
を
提
起
さ
れ
、
自
分
の
体
験
な

ど
も
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
立
命
館
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
の
伊

田
広
行
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「“
世
間
な
み
”

翻
弄
さ
れ
る
若
者
た
ち
～
就
職
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
～
」が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

就
職
活
動
の
つ
ら
さ
、
離
職
率
が
高
い
こ

と
、
仕
事
と
結
婚
・
出
産
と
の
両
立
、
男

性
で
も
女
性
で
も
働
き
続
け
る
難
し
さ
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
働
き
や
す
い
生
き
や

す
い
社
会
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

●
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、

　
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業

　

→
時
間
額　

８
１
０
円（
平
成
25
年
12
月
27
日
発
効
）

●
電
機
関
係
製
造
業

　
（
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
発
電
用
・

　
　

送
電
用
・
配
電
用
電
気
機
械
器
具
、
産
業
用
電
気

　
　

機
械
器
具
、
民
生
用
電
気
機
械
器
具
製
造
業
）

　

→
時
間
額　

８
０
８
円（
平
成
25
年
12
月
27
日
発
効
）

●
自
動
車
小
売
業

　

→
時
間
額　

８
１
０
円（
平
成
25
年
12
月
27
日
発
効
）

●
木
材
・
木
製
品
、
家
具
・
装
備
品
製
造
業

　
（
製
材
熟
練
等
）

　

→
時
間
額��

８
１
６
円

　

→
日
額　

６
５
２
７
円（
平
成
元
年
１
月
25
日
発
効
）

【
奈
良
県
最
低
賃
金
】
時
間
額　
７
１
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
25
年
10
月
20
日
発
効
）

•
�

奈
良
県
最
低
賃
金
と
特
定
最
低
賃
金
が
同
時
に
該
当

す
る
場
合
は
、
高
い
方
の
賃
金
が
適
用
。

•
�

労
使
合
意
の
う
え
で
最
低
賃
金
額
未
満
の
賃
金
が
支

払
わ
れ
て
い
て
も
、
法
律
に
よ
り
無
効
と
な
り
、
使

用
者
は
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

•
�

次
の
労
働
者
は
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

①
18
歳
未
満
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
労
働
者

　

②
雇
入
れ
後
三
ヶ
月
未
満
の
技
能
習
得
中
の
労
働
者

連
絡
先

奈
良
労
働
局
賃
金
室　
　

☎
０
７
４
２―

32―

０
２
０
６

奈
良
労
働
基
準
監
督
署　

☎
０
７
４
２―

23―

０
４
３
５

　
（
奈
良
労
働
局
賃
金
室
）

特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

•
�

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
お
話
が
聞
け
て
あ
き
な
い
セ
ミ
ナ
ー

で
し
た
。

•
�

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
劇
で
楽
し
め
、
伊
田
先
生
の
話
も
わ
か
り
や
す

く
、
共
感
で
き
る
こ
と
が
多
く
て
聞
き
や
す
か
っ
た
で
す
。

•
�

と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
気
づ
け
る
よ
う
な

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

　

ご
意
見
・
ご
感
想

●人権施策課　役場３階
　　☎４３－７３１５

●ふれあい交流センター・児童館
　　〒636-0821　三郷町立野北1丁目36番39号
　　☎３２－２１１２（代表）　FAX　３２－２３６６

みんなの権利　「人権」を大切に…

ふれあい交流センター
児 童 館
ふれあい交流センター
児 童 館
ふれあい交流センター
児 童 館

生活を　豊かにする　文化情報

文化センター文化センター文化センター
☎72－4461

☆平成26年4月分の施設予約は1月6日（月）午前9時
　から、文化センター2階・研修室1で行います。
※平成26年5月分の受付は2月3日（月）です。
☆年末年始の休館日　平成25年12月29日（日）から
　　　　　　　　　　平成26年1月3日（金）まで
☆1月の休館日　　　26日（第4日曜日）
※文化センターの施設を使用される場合は、使用日の前日
　までに使用許可申請書を提出してください。
　（文化ホールは使用日の7日前までに）
　　　　　　　　　　　　（公財）三郷町文化振興財団

☆施設使用のお申し込み
　平成24年1月分の施設予約は、10月3日（月）午前9時か
　ら文化センター2階・研修室1で受付します。
☆10月の休館日　10日（月）体育の日
　※文化センター施設を使用される場合は、使用日の前日ま
　でに使用許可申請書を提出してください。
　（文化ホールは使用日の7日前までに）

☆施設使用のお申し込み
　12月分の施設予約は、9月1日（木）午前9時から
　文化センター2階・研修室1で受付します。
☆9月の休館日　19日（祝）　23日（祝）　25日（日）

ホームページ　http://www.sango-bunka-nara.jp
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バ
レ
ン
タ
イ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
４

と　
き　

２
月
８
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分　

開
場

　
　
　
　

午
後
２
時　
　
　

開
演

と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
・
音
楽
室

出　
演　

ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　
　
　
　
「
ポ
コ�

ア�

ポ
コ
」

～ 

ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会 

～

　

Ｐ
Ｍ
2.5
は
奈
良
県
が
設
置
し
て
い
る
Ｐ

Ｍ
2.5
の
一
般
測
定
局
（
天
理
局
・
王
寺
局
）

の
２
か
所
で
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
注
意
喚
起
は
、
多
く
の
人

が
活
動
を
始
め
る
午
前
中
の
早
め
の
時
間

帯
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
に
加
え
、

こ
れ
か
ら
は
午
後
か
ら
の
活
動
に
備
え
た

判
断
も
追
加
と
な
り
、
二
段
階
で
注
意
喚

起
を
行
い
連
絡
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

奈
良
県
の
Ｐ
Ｍ
2.5
に
係
る
対
応
方
針

①�

午
前
５
時
～
７
時
の
1
時
間
の
平
均
値

が
85�µg
／
㎥
を
超
え
た
場
合
は
、
一
日

の
平
均
値
が
70�µg
／
㎥
を
超
え
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
午
前
８
時
30
分
ま
で

に
、
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

②�

午
前
５
時
～
正
午
ま
で
の
１
時
間
の
平

均
値
が
80�µg
／
㎥
を
超
え
た
場
合
は
、

一
日
の
平
均
値
が
70�µg
／
㎥
を
超
え
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
午
後
１
時
30
分

ま
で
に
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

③�

注
意
喚
起
は
24
時
を
持
っ
て
自
動
解
除

し
ま
す
。

　

情
報
を
受
信
希
望
の
方
は
、
奈
良
県
の

環
境
情
報
サ
イ
ト
「
エ
コ
な
ら
」（http://

www.eco.pref.nara.jp/index.htm
l

）

か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

（
奈
良
県　

環
境
政
策
課　

生
活
環
境
係
）

Ｐ
Ｍ
2.5
情
報
に
よ
る

注
意
喚
起
が

変
わ
り
ま
し
た

　
　
　
　
•

複
音
・
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ

　
　
　
　
　
　

青
木
鈴
子
、
服
部
恵
美
、
和
田
惟
男

　
　
　
　

•
コ
ー
ド
・
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ

　
　
　
　
　
　

畑
中
紀
子

　
　
　
　

•

ダ
ブ
ル
ベ
ー
ス
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

　
　
　
　
　
　

福
山
英
子

曲　
目　

�

見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
、
瀬
戸
の
花
嫁
、
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
メ
ド
レ
ー
、
ム
ー
ン
リ
バ
ー
、
フ
ニ
ク
リ
フ
ニ
ク
ラ　

他

　
　
　
　

※
曲
目
、
演
奏
順
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定　
員　
80
人

　
　
　
　

※�
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
も
入
場
で
き

ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
必
ず
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

入
場
料　
無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
）

　
　
　
　

�

入
場
整
理
券
は
１
月
10
日（
金
）午
前
10
時

よ
り
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　

※
お
一
人
に
つ
き
１
枚
で
す
。

と　き　午後１時30分から４時まで。
ところ　文化センター２階・研修室１
１月の日程
　•10日（金）
　　「もののあはれ」概説１
　•24日（金）
　　「もののあはれ」概説２

「カルチャーサロンさんごう」
文学・歴史・経済セミナー

入場
無料

生活を　豊かにする　文化情報

文化センター文化センター文化センター
☎72－4461

☆平成26年4月分の施設予約は1月6日（月）午前9時
　から、文化センター2階・研修室1で行います。
※平成26年5月分の受付は2月3日（月）です。
☆年末年始の休館日　平成25年12月29日（日）から
　　　　　　　　　　平成26年1月3日（金）まで
☆1月の休館日　　　26日（第4日曜日）
※文化センターの施設を使用される場合は、使用日の前日
　までに使用許可申請書を提出してください。
　（文化ホールは使用日の7日前までに）
　　　　　　　　　　　　（公財）三郷町文化振興財団

☆施設使用のお申し込み
　平成24年1月分の施設予約は、10月3日（月）午前9時か
　ら文化センター2階・研修室1で受付します。
☆10月の休館日　10日（月）体育の日
　※文化センター施設を使用される場合は、使用日の前日ま
　でに使用許可申請書を提出してください。
　（文化ホールは使用日の7日前までに）

☆施設使用のお申し込み
　12月分の施設予約は、9月1日（木）午前9時から
　文化センター2階・研修室1で受付します。
☆9月の休館日　19日（祝）　23日（祝）　25日（日）

ホームページ　http://www.sango-bunka-nara.jp
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
は
本
町
教
育
行

政
へ
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
、
９
月
28
日
に
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
が
施
行
さ

れ
、「
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」
が
文
部
科

学
省
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。
制
定
の
意
義
内
容
の
一
部
に
、「
大

人
社
会
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
と
い
っ
た
社
会
問
題
も
、い
じ
め
と
同
じ
地
平
で
起
こ
る
。

他
人
の
弱
み
を
笑
い
も
の
に
し
た
り
、
暴
力
を
肯
定
し
て
い
る
と

受
け
取
ら
れ
る
よ
う
な
行
為
を
許
容
し
た
り
、
異
質
な
他
者
を
差

別
し
た
り
と
い
っ
た
大
人
の
振
る
舞
い
が
、
子
ど
も
に
影
響
を
与

え
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。」
と
い
う
文
言
が
あ
り
ま
す
。
い
じ

め
の
詳
細
な
分
析
の
中
で
、
明
確
に
な
っ
て
き
た
こ
と
の
課
題
の

一
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
Ｔ
・
ハ
ー
シ
は
、「
社
会
的
絆
が
子
ど

も
た
ち
の
規
範
意
識
を
培
う
上
で
大
切
だ
」
と
説
き
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
地
域
の
お
祭
り
を
大
人
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
だ
り
、

様
々
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

規
範
意
識
が
高
ま
り
、
社
会
性
が
向
上
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後
は
、「
絆
」
と
い
う
言
葉
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
意
識
が
よ
り
高
ま
り

ま
し
た
。
昨
年
、
内
閣
府
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
震
災
後
に
強
く

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
第
２
位
が
59
・
６
％
で
「
地
域

で
の
つ
な
が
り
」
で
し
た
。
三
郷
町
に
お
い
て
も
、
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
ど
も
人
権
学
習
支
援
事
業
な
ど
で
多
く
の
地
域

の
方
々
の
支
援
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
つ
な
が
り
が
確
立
さ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
本
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
強
い
意
志
を
持
っ
て
自
己
管
理
す
る
こ
と
を
願
い
、

様
々
な
教
育
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
基
礎
的
・
基
本
的
な

知
識
・
技
能
の
習
得
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
獲
得
を
目

指
し
、「
生
き
る
力
」
か
ら
「
生
き
ぬ
く
力
」
を
も
っ
た
子
ど
も

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
生
涯
学
習
に
お
い
て
は
、
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
自
由

に
学
習
の
機
会
を
選
択
で
き
る
よ
う
内
容
の
充
実
に
努
め
、
す
べ

て
の
世
代
で
「
人
権
の
大
切
さ
」
を
再
認
識
す
る
た
め
の
教
育
環

境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
に
対
し
て
、
謙
虚
に
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
信
頼
さ
れ
る
教
育
行
政
を
目
指
し
て

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
１
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
町
教

育
行
政
に
対
し
、
格
別
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。三郷町教育委員長

森　川　征　浩

▶教育総務課（文化センター２階）　☎４３－７３３１

▶生涯学習課（文化センター２階）　☎４３－７３３２

▶スポーツセンター　　　　　　　　☎７３－８３４１ 

▶ウォーターパーク　　　　　　　　☎３４－２３５５

ともに

イキイキ

ともに

イキイキ

ともに

イキイキ〔長寿学級〕
と　き　１月21日（火）午後１時30分
ところ　図書館・視聴覚室
内　容　新年のつどい「小唄」鑑賞

〔くれない学級〕
と　き　１月29日（水）午後１時30分
ところ　文化センター・視聴覚室
内　容　健康学習

〔みさと万葉学習会〕講義
と　き　１月17日（金）午後１時30分
ところ　図書館・視聴覚室

〔家庭教育学級〕
と　き　１月30日（木）午前10時
ところ　文化センター・視聴覚室
内　容　健康学習

〔５学級合同健康福祉学習会〕
と　き　２月13日（木）午後１時～３時
ところ　文化センター・文化ホール
内　容　健康福祉学習会
講　師　日本リンパビクス協会理事長
　　　　利根川　久

く に こ
女紅　氏

演　題　「笑って楽しく認知症予防」
※詳しくは、４ページをご覧ください。
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「
史
学
さ
ん
ご
う
」
の
み
な
さ
ん
が
編
集
さ
れ
て
い
る
、
三
郷
町
内
の

文
化
財
の
解
説
と
マ
ッ
プ
『
三
郷
路
ふ
る
さ
と
散
歩
～
文
化
財
と
史
蹟
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
～
』
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
好
評
で
あ
っ
た
冊
子
に
一
部
追
記
等
を
行
い
、
三
郷
町
の
地
区
ご

と
に
文
化
財
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
冊
子
を
片
手
に
、
三
郷
町
の
歴

史
探
訪
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

冊
子
は
１
月
６
日（
月
）か
ら
生

涯
学
習
課
で
販
売
し
ま
す
。
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※�

１
冊
５
０
０
円
の
実
費
負
担
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
筑ち
く
紫し

会
（
生
田
流
）】

活　
動　
筝そ

う
き
ょ
く曲・
三
絃

と　
き　
第
１
・
３
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　

※
希
望
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
文
化
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　
篠
原
歌か

鶯お
う　

☎
73
︱
４
５
０
７

【
鶯お
う

美び

会
（
生
田
流
）】

活　
動　
筝
曲
・
三
絃

と　
き　
毎
週　

月
・
水
・
土
曜
日

⃝
ク
ラ
ブ
紹
介·

部
員
募
集

★ 

文
化
協
会 

★

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

　
　
　
　

毎
週　

木
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　

※
希
望
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
代
表
者
自
宅

連
絡
先　
篠
原
歌
鶯　

☎
73
︱
４
５
０
７

【
知と
も
音ね

会
（
生
田
流
）】

活　
動　
筝
曲
・
三
絃

と　
き　
月
３
回

　

※
希
望
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
代
表
者
自
宅

連
絡
先　
坪
内
歌か

つ通
知と

も

　
　
　
　

☎
32
︱
５
２
７
９

文
化
協
会
講
演
会（
講
談
）

と　
き　
２
月
９
日（
日
）午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　
図
書
館
・
視
聴
覚
室

演　
者　
旭
堂　

み
な
み

演　
目　
『
左　

甚
五
郎
』

※
先
着
１
５
０
名
（
入
場
無
料
）

※�

事
前
申
込
不
要
で
す
の
で
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰

　

和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
54
回
全

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
」で
、

高
田
秀
子
さ
ん
が
長
年
の
ス
ポ
ー
ツ
の
実

技
指
導
や
助
言
な
ど
の
活
動
を
称
え
ら
れ

「
30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す

　

文
化
セ
ン
タ
ー
・
ロ
ビ
ー
で
毎
月
人
権

啓
発
ビ
デ
オ
を
上
映
し
て
お
り
、
今
月
は

10
日（
金
）に
「
ト
モ
ダ
チ
」
を
①
10
時
～

②
13
時
～
③
15
時
～
の
３
度
上
映
し
ま
す
。

内
容	　
中
国
人
の
留
学
生
や
、
ベ
ト
ナ
ム

人
の
少
年
と
の
交
流
の
中
か
ら
、
文

化
の
多
様
性
を
知
り
尊
重
す
る
こ

と
、
そ
し
て
違
い
を
乗
り
越
え
ふ
れ

あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

成
人
式
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

と　
き　
１
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～　

受
付

　
　
　
　

午
前
10
時
～　

開
式

と
こ
ろ　
文
化
セ
ン
タ
ー（
文
化
ホ
ー
ル
）

対　
象　

�

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※�

服
装
が
華
美
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
ま
で
。

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

　

強
調
月
間
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

　

11
月
19
日（
火
）に
、
入
賞
者
の
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

入賞者
三郷北小学校

４年２組
松好郁美さん

三
郷
町
の
文
化
財

『
三
郷
路
ふ
る
さ
と
散
歩
』
を
改
訂
し
ま
し
た

入場
無料
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❻ 

寝
つ
き
・
寝
起
き
が
よ
く
な
る

　

覚
醒
・
睡
眠
リ
ズ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
自
律
神
経
を
刺
激
し
、
乱
れ
て

い
る
生
体
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

　

体
脂
肪
の
燃
焼
が
始
ま
る
の
は
、
運
動

開
始
20
分
位
か
ら
で
す
。
ま
ず
は
１
日
20

～
30
分
を
目
標
に
、
体
調
に
合
わ
せ
て
始

め
ま
し
ょ
う
。
持
病
の
あ
る
方
は
、
始
め

る
前
に
か
か
り
つ
け
の
医
師
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
後
に
は
、
き
ち
ん

と
準
備
体
操
な
ど
を
行
っ
て
、
体
を
整
え

ま
し
ょ
う
。
無
理
を
し
て
は
長
続
き
し
ま

せ
ん
の
で
、
体
調
が
悪
く
な
れ
ば
す
ぐ
に

中
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
文
部
科
学
省
が
平
成
25
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ

る
と
、「
今
後
行
っ
て
み
た
い
運
動
」
と
「
こ
の
１
年
間
に
行
っ
た
運
動
」

の
ど
ち
ら
も
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
に
何
か
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
人
気
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

と　き　１月30日（木）
　　　　午前９時保健センター集合
コース　�保健センター→信貴ケ丘→千本桜並木道

→信貴山バス停→信貴山東町→朝護孫子
寺→展望広場→城山台配水場→城山台→
保健センター　（正午頃に解散予定です）

持ち物　お茶などの水分
※�雨天中止。なお、当日天候不
良の時は、保健センターまで
お問い合わせください。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
用

❶ 

体
脂
肪
を
燃
や
す

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運
動
な
の

で
、
内
臓
脂
肪
や
皮
下
脂
肪
を
効
率
よ
く

燃
や
し
、
継
続
す
る
と
基
礎
代
謝
量
が
上

昇
し
て
太
り
に
く
い
体
質
に
な
り
ま
す
。

❷ 

心
を
元
気
に
。
ス
ト
レ
ス
解
消

　

脳
へ
の
酸
素
供
給
は
３
～
５
割
ア
ッ
プ

で
頭
も
ス
ッ
キ
リ
。
ま
た
、
ホ
ル
モ
ン
分

泌
に
よ
り
、
気
分
も
癒
さ
れ
ま
す
。

❸ 

新
陳
代
謝
を
促
進
で
素
肌
美
人
に

　

酸
素
を
取
り
込
み
な
が
ら
歩
く
こ
と

で
、
血
液
循
環
が
良
く
な
り
、
新
陳
代
謝

が
高
ま
り
ま
す
。

❹ 

骨
の
老
化
を
防
ぐ

　

骨
自
体
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

日
光
に
当
た
る
こ
と
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
体
内
で
作

ら
れ
、
骨
の
形
成
を
手
助
け
し
ま
す
。

❺ 

持
久
力
を
高
め
る

　

適
度
な
運
動
は
心
臓
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

肺
機
能
を
高
め
ま
す
。

ま
ず
は
町
内
を
歩
く

　

町
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
三
郷
町
内
に
は
、
神
社
仏

閣
や
史
跡
な
ど
、
楽
し
ん
で
歩
け
る
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
マ
ッ
プ
を
参
考

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
手
軽
に
楽
し
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
三
郷
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
始
め
ま
し
ょ
う

　

一
人
で
始
め
る
勇
気
や
続
け
る
自
信
が

な
い
方
も
、
み
ん
な
で
一
緒
に
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

三
郷
町
で
は
、
毎
月
30
日
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
と
し
て
、
町
内
や
近
隣
を
歩
い

て
い
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
一

緒
に
歩
く
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
初
心
者

の
方
や
お
一
人
で
の
参
加
も
安
心
で
す
。

歩
き
始
め
る
前
に
は
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
の
体
操
や
健
康
講
座
も
行
っ
て
い

ま
す
。
今
月
は
「
信
貴
山
へ
初
詣
に
」
で

す
。
詳
し
く
は
上
記
の
「
今
月
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
デ
ー
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●	今月のウォーキングデー	●

新
年
か
ら
始
め
る
健
康
生
活

信貴山へ初詣に‼

駐車場には限りがありますので、お車での
来場はご遠慮ください。

保健センター　☎43-7324保健センター　☎43-7324

元気の

ページ
元気の

ページ
元気の

ページ
・健脚コース・
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特
定
健
康
診
査
・

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、健
康
診
査（
問

診
・
血
圧
測
定
・
心
電
図
・
診
察
・
身
体

測
定
・
尿
検
査
・
血
液
検
査
）
を
行
い
ま

す
。

　

ご
自
身
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
１
年

に
１
回
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
対
象
の
方
に

は
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
で
の
集
団
健
診
と
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
が
あ
り
ま
す
。

個
別
健
診

　

今
年
度
の
個
別
健
診
は
１
月
末
ま
で
で

す
。
三
郷
町
内
医
療
機
関
（
三
室
病
院
は

不
可
）
お
よ
び
県
内
の
指
定
医
療
機
関
で

受
診
で
き
ま
す
。
直
接
医
療
機
関
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

集
団
健
診

　

今
年
度
の
集
団
健

診
は
、
定
員
に
達
し

た
た
め
受
付
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

20
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
骨
密
度
測

定
を
行
い
ま
す
。
１
年
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で
な
い
方

　
　
　
　

は
当
日
発
行
し
ま
す
）

費　
用　
１
０
０
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）

　

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
無
事
出
産
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
、
母
親
教
室
を
行
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

と　
き　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　

※
３
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

持
ち
物　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

定　
員　
15
人
（
第
１
子
の
方
を
優
先
）

骨
密
度
測
定

母
親
教
室
を
行
い
ま
す

みんなすくすく育ってね

が ん検診を行います

※ 今年度の集団でのがん検診はこれで最後です。今年度受診がまだの方はこの機会に申込
みください。
　検診は1年度（4月～翌年3月）に1度受診できます（乳がん検診は2年に1度です）。
※定員になり次第締め切ります。お早めに申込みください。
※検診の番号札は、受付開始30分前からお渡しします。
※ 大腸がん検診は採便による便潜血検査です。事前に保健センターへ検体容器を取りに来
てください。
※ 胃検診・子宮がん検診・乳がん検診（視触診・マンモグラフィ併用）は指定医療機関で
も受けることが可能です。保健センターで受診票を発行しますので、事前にお申し出く
ださい。
※前立腺がん検診・肝炎ウイルス検査は町内の医療機関で受診できます。
※70歳以上の方は無料です。

乳 幼児健診にご参加を

育 児教室です

※申込不要

※お子さんの成長ぶりを知るよい機会です（健診の番号札は、午後1時から配布します）。
※ 対象の方で健診を欠席される場合は必ず保健センターまでご連絡ください。申込みは不
要です。

日　程 時　　間 内　　　　　容 申込／定員

1月21日㈫ 10：00～
11：30

☆小児救急
小児の急病や事故の予防・対応方法、かかりつけ
医の必要性など、小児科医の講義を行います。
※ お子さんは別室でお預かりします。託児を希望
される方は申し込み時にお伝えください。

必要／15人

2月18日㈫ 10：00～
11：30

☆ベビーマッサージ
3～6か月のお子さんが対象です。お子さんとの
スキンシップを楽しみましょう。
持ち物：バスタオル、お茶などの水分

必要／15人

日　程 時　間 対象児 対象児の出生日 持ち物
1月7日㈫

13：30～14：30

10か月児 H25.1.22～ H25.3.14 母子手帳・バスタオル
（1月9日は問診票・ア
ンケート、2月4日は
問診票・早朝尿をご持
参ください）

1月9日㈭ １歳６か月児 H24.5.11～ H24.6.25
1月21日㈫ 4か月児 H25.8.18～ H25.10.8
1月28日㈫ 7か月児 H25.5.6～H25.6.26
2月4日㈫ ３歳６か月児 H22.7.1～H22.8.10

※同時に育児相談を希望される方は、事前に保健センターへお申し出ください。

日　程 検診名 時　間 対象年齢 料　金 申込／定員 持ち物

2月17日㈪

胃 検 診

8：30～10：00

35歳以上
の方 500円

必要／
各85人

健康手帳（お
持ちでない場
合は検診当日
に発行しま
す）
乳がん検診は
バスタオルも
必要です。

子宮がん
検　　診

20歳以上
の女性 400円

肺がん・
結核検診

40歳以上
の方 無料

1月15日㈬
2月7日㈮

大腸がん
検　　診 9：00～10：00 40歳以上

の方 200円 不要／
なし

2月14日㈮ 乳 が ん
検　　診 13：30～15：30 40歳以上

の女性 1,500円 必要／
75人

☆いずれも保健センターで行います。

●母親教室日程表●
２月21日

（金）
妊娠の生理
お産の経過

２月24日
（月） 妊娠中の栄養

２月28日
（金）

妊婦体操
呼吸法
リラックス法

３月２日
（日）

産じょく期
家族計画
沐浴実習
※�両親教室とし
て実施。

３月７日
（金）

新生児について
グループワーク
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１
月
の
お
は
な
し
会

と　
き　
５
日（
日
）・
12
日（
日
）・

　
　
　
　

19
日（
日
）・
26
日（
日
）

　

①
午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分

　

②
午
前
11
時
～
午
前
11
時
30
分

と
こ
ろ　
お
は
な
し
ル
ー
ム

　

絵
本
や
紙
芝
居
の
ほ
か
、
②
で
は
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
ろ
う
そ
く
の
灯
り

の
中
で
の
話
）
を
行
い
ま
す
。

①
小
さ
い
お
子
さ
ん
向
け（
３
歳
位
か
ら
）

　

※�

保
護
者
の
方
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま

す
。

②
大
き
い
お
子
さ
ん
向
け（
５
歳
位
か
ら
）

　

※�

一
人
で
お
話
が
聞
け
る
お
子
さ
ん
が

対
象
の
た
め
、
お
子
さ
ん
だ
け
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
土
曜
の
午
後
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
や
紙
芝
居
の
ほ
か
、
折
り
紙
な
ど

で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
１
月
25
日（
土
）
午
後
２
時

と
こ
ろ　
お
は
な
し
ル
ー
ム

　
　

ゆ
り
か
ご
お
は
な
し
会

　

歌
・
手
遊
び
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

と　
き　
1
月
28
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　
お
は
な
し
ル
ー
ム

対　
象　

�

０
～
２
歳
位
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者
の
方

図
書
館
お
と
ま
り
会
参加
無料

　

お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に
お
は
な
し
会
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
そ
の
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
だ
け
図
書
館
に
お
と
ま
り
し
ま
す
。

　

翌
日
、
図
書
館
で
過
ご
し
た
ぬ
い
ぐ
る
み
の
記
念
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
を
お

渡
し
し
、
１
冊
の
絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
18
日（
土
）
午
後
４
時

　
　
　
　

ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に
お
は
な
し
会

　
　
　
　

１
月
19
日（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
ぬ
い
ぐ
る
み
を

　
　
　
　

お
返
し
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
お
は
な
し
ル
ー
ム

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　

事
前
申
込
は
１
月
５
日（
日
）午
前
９
時

30
分
よ
り
受
付
開
始
し
ま
す
。
先
着
15
人

に
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年
参
加
さ
れ
た
方

は
、
今
回
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

ぬ
い
ぐ
る
み
の

日 月 火 水 木 金 土
1月

は
休
館
日
で
す
。

    1 2 3 4 
 5 6 7 8 9 10 11 
 12 13 14 15 16 17 18 
 19 20 21 22 23 24 25 
 26 27 28 29 30 31

23
30

23
31

24
31

24
31

23
30

24
31

24
31

24
31

24
31

23
30

23
30

図書館カレンダー

（休館日） •毎週水曜日
 •４日（土）－館内整理日
 •1３日（月）－成人の日

〒636-0812　三郷町勢野西1-4-4（近鉄信貴山下駅前）

　TEL 33-3030　FAX 33-3188
　ホームページ　http://www.lib.sango.nara.jp/
　ホームページ（携帯）http://www.lib.sango.nara.jp/mobile/

開館時間　●月～土曜日　　　　　午前9時30分～午後7時
　　　　　●日曜日　　　　　　　午前9時30分～午後5時

みんなの図書館みんなの図書館みんなの図書館

と　き：午後２時（開場午後１時30分）
ところ：視聴覚室

•11日（土）「男はつらいよ
　　　　　　寅次郎ハイビスカスの花」
	 104分（1988年）

　　監督：山田　洋次
　　出演：渥美　清、倍賞　千恵子、
　　　　　浅丘　ルリ子

•18日（土）「細雪」	 140分（1983年）

　　監督：市川　崑
　　出演：岸　恵子、佐久間　良子、
　　　　　吉永　小百合

•25日（土）「心の旅」	 107分（1991年）
　　監督：マイク・ニコルズ
　　出演：ハリソン・フォード

１ 月の上映会 入 場 料無
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生
涯
学
習
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、通
常
の
土
・

日
曜
日
（
休
館
日
を
除
く
）
に
加
え
、
１

月
６
日（
月
）も
、
生
涯
学
習
室
を
開
室
し

ま
す
。

時　
間　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分

　

ご
利
用
前
に
、
図

書
館
利
用
カ
ー
ド
を

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

７
か
月
児
健
診
対
象
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
の
方
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
１
月
28
日（
火
）
午
後
２
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

７
か
月
児
健
診
対
象

の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

の
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

※�

当
日
、
参
加
で
き
な

い
方
は
、
図
書
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
予
約
多
数
の
た
め
、

次
の
本
を
お
持
ち
で

不
要
に
な
ら
れ
た
方

は
、
図
書
館
へ
ご
寄

贈
く
だ
さ
い
。

　
「
祈
り
の
幕
が
下
り
る
時
」「
夢
幻
花
」

�

東
野　

圭
吾

　
「
夢
を
売
る
男
」�

百
田　

尚
樹

　
「
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
の
逆
襲
」�

池
井
戸　

潤

　
「
ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル
」�

桜
木　

紫
乃

　
「
高
校
入
試
」「
母
性
」�

湊　

か
な
え

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
義
務

履
行
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

奈
良
県
お
よ
び
県
内
全
市
町
村
に
お
い

て
、
平
成
25
年
度
か
ら
段
階
的
に
町
・
県

民
税
（
個
人
住
民
税
）
の
特
別
徴
収
義
務

の
履
行
を
徹
底
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
３
、
第
３
２

１
条
の
４
等
お
よ
び
各
市
町
村
税
条
例
の

定
め
に
よ
り
、
所
得
税
法
の
定
め
に
よ
っ

て
給
与
支
払
の
際
に
所
得
税
を
徴
収
し
て

納
付
す
る
義
務
が
あ
る
事
業
者
（
常
時
２

人
以
下
の
家
事
使
用
人
の
み
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
を
除
く
）
は
、
原
則
と
し
て

す
べ
て
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
の
方
法

に
よ
っ
て
徴
収
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
は
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

次
の
①
～
⑤
の
事
由
に
該
当
さ
れ
な
い

方
は
、
必
ず
特
別
徴
収
に
て
給
与
支
払
報

告
書
を
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①�

給
与
所
得
者
の
う
ち
、
１
月
を
超
え
る

支
給
期
間
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る

給
与
の
み
、
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

②
給
与
の
支
払
い
が
不
定
期
で
あ
る
方

③
退
職
者
又
は
退
職
予
定
者

④�

毎
月
の
給
与
支
払
額
か
ら
住
民
税
額
を

引
き
き
れ
な
い
方

⑤�

他
の
事
業
者
が
支
給
す
る
給
与
か
ら
住

民
税
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

こんな　　が届きました
（11月末現在）

「天使の柩
ひつぎ

」� 村山　由佳
「悪医」� 久坂部　羊

よう

「大江戸ドクター」� 和田　はつ子
「ジャーニー・ボーイ」� 高橋　克彦
「宝
ほうさい

彩有
あり

菜
な

の朝起き体操」� 宝彩　有菜
「猫式生活のすゝめ」� 猫式生活編集部：編
「世界の歴史を変えた日1001」
� ピーター・ファータド：編
「心の色ことばの光」� 清川　妙
「伊藤まさこの雑食よみ」� 伊藤　まさこ
「かご編みの技法大全」� 佐々木　麗子
「リフォームのコツと基本」� 主婦の友社：編
「うまい本　２０１４」� 京阪神エルマガジン社：編

「ルルとララのクリスマス」� あんびる　やすこ：作・絵
「空想科学読本　14」� 柳田　理科雄
「あめのひのくまちゃん」� 高橋　和枝：作
「ヘンテコリンおじさん」� みやにし　たつや：作・絵
「ぞうはどこへもいかない」� 五味　太郎：作
「おさかないちば」� 加藤　休

やす

ミ：作
「スポーツを科学しよう！」� 深

ふかしろ

代　千
せん

之
し

：監修

一　
　
般　
　
書

児　
童　
書

11月の
受付予約
Best

10
　　　　　　１．「まほろ駅前狂騒曲」� 三浦　しをん
　　　　　　２．「人生がラクになる７つの方法」
� ＤａｉＧｏ
　　　　　　３．「白雪姫と鏡の女王」（ＤＶＤ）
　　　　　　３．「○に近い△を生きる」� 鎌田　實

みのる

５．「ガンコロリン」� 海堂　尊
たける

５．「グリード（上）」� 真
ま

山
やま

　仁
じん

５．「グリード（下）」� 真山　仁
５．「天地明察」（ＤＶＤ）
５．「真夜中のパン屋さん（４）」� 大沼　紀子
５．「寄る年波には平泳ぎ」� 群　ようこ

お
持
ち
の　
　

を

寄
贈
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

お
持
ち
の　
　

を

寄
贈
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

お
持
ち
の　
　

を

寄
贈
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

～ 

事
業
者
の
み
な
さ
ま
へ 

～
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※�本年は「プリズムへぐり」には申告会場を開設しませんので、ご注意くだ
さい。
　（その他の確定申告相談会場の日程は、広報２月号に掲載します）
•�「土地・建物・株式等を売却された所得（上場株式等に係る譲渡損失の繰
越控除を含む）」、「贈与税」や「相続税」等の相談は行っておりませんので、
これらに関する相談が必要な場合は、税務署へお越しください。
•駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。
•開催初日と午前中は、大変混み合うことが予想されます。
　混雑状況により早めに受付を終了させていただく場合があります。
•昼休みの時間帯は、少人数の職員で対応していますのでご了承ください。
•会場への電話でのお問い合わせはご遠慮ください。

準
備
は
お
早
め
に
ー

　

平
成
26
年
度
分
の
町
・
県
民
税
の
申
告

（
平
成
25
年
中
の
収
入
状
況
）
の
受
付
を
、

２
月
17
日（
月
）か
ら
３
月
17
日（
月
）ま
で

役
場
・
税
務
課
で
行
い
ま
す
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）。
こ
の
申
告
は
町
・
県
民
税

額
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
額
な
ど
を

決
定
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
、
所

得
証
明
書
な
ど
の
発
行
に
も
必
要
で
す
の

で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
三
郷
町
に

お
住
ま
い
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
（
所

得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
町
・

県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
）。

①�
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
三
郷
町

に
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
の
な
い
方

や
、
給
与
所
得
以
外
に
収
入
の
あ
る
方

②�

公
的
年
金
等
以
外
に
所
得
が
な
く
、
医

療
費
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
の

各
種
所
得
控
除
を
受
け
る
方

③�

営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
収
入
や
、パ
ー

ト
、
内
職
な
ど
の
収
入
の
あ
る
方

④�

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
、
事
業

専
従
者
に
な
っ
て
い
な
い
方
（
町
外
の

方
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方
も
申
告
し

て
く
だ
さ
い
）

申
告
に
必
要
な
も
の

①�

源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
報
酬
・
年
金
な

ど
）、
印
か
ん

②�

社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
）

の
領
収
書
ま
た
は
控
除
証
明
書

③�

平
成
25
年
中
に
支
払
わ
れ
た
医
療
費
の

領
収
書
お
よ
び
総
額
が
わ
か
る
明
細
書

（
医
療
機
関
、
医
療
を
受
け
た
方
の
名

前
、
金
額
、
日
付
、
交
通
費
な
ど
の
明

細
書
を
必
ず
作
成
し
て
く
だ
さ
い
）

④�

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

⑤�

生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
の
控
除
証

明
書

【
提
出
先
】
役
場
・
税
務
課

※�

町
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
前
年
の
実

績
な
ど
に
よ
り
２
月
17
日（
月
）ま
で
に

送
付
し
ま
す
が
、
申
告
が
必
要
な
方
で

申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
役
場
・

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
の
ご
相
談
は―

　
　

奈
良
税
務
署
（
☎
０
７
４
２―

26―

１
２
０
１
）〔
自
動
音
声
案
内
〕

●
町・県
民
税（
個
人
住
民
税
）の
ご
相
談
は―

　
役
場・税
務
課
（
☎
43―

７
３
１
４
）〔
税
務
課
直
通
〕

税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

相
談
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

奈
良
税
務
署
に
よ
る
出
張
相
談
会
場
が

次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※�

役
場
で
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相

談
、
書
き
方
の
指
導
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

�　

ま
た
、
確
定
申
告
関
係
用
紙
・
手
引

き
の
配
布
は
２
月
上
旬
か
ら
、
申
告
書

提
出
の
税
務
署
へ
の
取
次
ぎ
は
２
月
17

日（
月
）か
ら
３
月
17
日（
月
）ま
で
の
申

告
期
間
中
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に

限
り
、役
場
・
税
務
課
で
行
い
ま
す
（
役

場
・
税
務
課
で
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る

場
合
は
、
申
告
書
を
全
て
書
き
上
げ
ら

れ
た
う
え
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）。

町
・
県
民
税（
個
人
住
民
税
）の
申
告

申
告
期
間
は
２
月
１7
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
３
月
１7
日（
月
）ま
で

平成25年分 所得税の確定申告相談会場

と　　き と　こ　ろ 対象者

２月５日（水）～
７日（金）

午前9時30分～
　　　　　午後4時

いかるがホール　２階研修室
（斑鳩町興留10－6－43）
「JR法隆寺駅」より徒歩約９分

還付
申告者

P

いかるがホール
（斑鳩町立図書館）

1�1�



公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ―

確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
て
次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
さ
れ

る
方
は
、
平
成
25
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
（
提
出
・
納
税
）
が
不
要

に
な
り
ま
す
。

①
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

②
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

　

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
な
ど
が
あ
り
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の

方
で
も
、
平
成
26
年
度
町
・
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）
の
課
税
に
あ
た

り
、
町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
の
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
申
告
の
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
質
問

Q　

	

年
金
収
入
２
０
０
万
円
の
ほ
か
に
給

与
収
入
が
80
万
円
あ
り
、
医
療
費
控

除
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
の
申
告

は
必
要
で
す
か
？

A　

�

医
療
費
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
追

加
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
給
与
所
得
が
15
万
円
（
給

与
収
入
80
万
円
︱
給
与
所
得
控
除

65
万
円
＝
給
与
所
得
15
万
円
）
あ
る

た
め
、住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

Q　

	

年
金
収
入
３
０
０
万
円
の
ほ
か
に
収

入
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
療
費
控
除

や
生
命
保
険
料
控
除
の
追
加
を
し
た

い
場
合
、ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す
か
？

A　

�

こ
の
場
合
、
確
定
申
告
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
医
療
費
控
除
や
生
命

保
険
料
控
除
を
追
加
す
る
こ
と
で
、

所
得
税
の
還
付
が
発
生
す
る
場
合
に

は
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
は
町
・
県
民
税
の
申
告
が
不
要
と

な
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
さ
れ
な

か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
町
・
県
民
税
の
課
税
に
あ
た
り
、

町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

平
成
26
年
１
月
か
ら

記
帳
と
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

町・県民税（個人住民税）の
申告が必要になる場合とは？

★�平成25年中の所得が公的年金等にかかる雑
所得のみの方で、「公的年金等の源泉徴収
票」に記載されている控除（社会保険料控
除や配偶者控除、扶養控除、寡婦（夫）など）
以外の所得控除（医療費控除、生命保険料
控除など）の適用を受けるとき
★�金額にかかわらず、公的年金等にかかる雑
所得以外の所得があるとき

※�年金の源泉徴収票に記載されている所得控
除以外に控除がなく、かつ、他に所得がな
い場合は町・県民税（個人住民税）の申告
も不要です。

■
対
象
と
な
る
方

　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た

は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を

行
う
す
べ
て
の
方

■
記
帳
す
る
内
容

　

売
上
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入

れ
や
経
費
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
取
引
年
月
日
な
ど
を
帳
簿
に

記
載
し
ま
す
。
ま
た
、
各
取
引
ご

と
で
は
な
く
、
日
々
の
合
計
金
額

の
み
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
な
ど
、

簡
易
な
方
法
で
記
載
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

■
保
存
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の

　

収
入
金
額
や
必
要
金
額
を
記
載

し
た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ

て
作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た

請
求
書
・
領
収
書
な
ど
。

★お問い合わせは、奈良税務署まで。

保存が必要なもの 保存
期間

帳簿
収入金額や必要経費を記
載した帳簿（法定帳簿） ７年

業務に関して作成した上
記以外の帳簿（任意帳簿）５年

書類

決算に関して作成した棚
卸表その他の書類

５年業務に関して作成、また
は受領した請求書、納品
書、送り状、領収書など
の書類

公的年金等を受給されている方の申告に関する
フローチャート

公的年金等の収入金額（２か所以上ある場合は、その合計額）
が４００万円以下である

公的年金等にかかる雑所得以外の所得金額が２０万
円以下である

源泉徴収税額や予定納税額がある

所得税の確
定申告書を
提出してく
ださい。
※�町・ 県 民
税（ 個 人
住 民 税 ）
の 申 告 は
不要です。

税務署への確定申告
は不要です。
※�ただし、株式等の損失
を翌年以降に繰り越す
ための申告書などは提
出いただけます。
※�町・県民税（個人住民
税）の申告が必要にな
る場合があります。

確定申告が不要にな
る場合があります。
※�ただし、医療費控除な
どの所得控除を申告
し、所得税の還付を受
けられる方は、確定申
告書の提出が必要で
す。詳しいことは、奈
良税務署まで。

い
い
え い

い
え

はい

はい

はいいいえ
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平成26年度保育園
園児を再募集します

　平成26年度保育園入園申込書の受
付・配布を再開します。入園申込書・
就労証明書（町ホームページからも
ダウンロード可能）の配布・申込受
付は福祉政策課で行います。
※各保育園では行いません。
◇申込書配布・受付期間◇
　１月６日（月）から随時受付（土・
日曜日、祝日を除く午前８時30分
～午後５時15分）
　郵便での配布および受付は行って
おりません。
◇入園の基準◇
　保護者や同居の家族が、次のいず
れかの事情で児童の保育ができない
場合に限ります。
①昼間、家庭外で労働している。
②�昼間、家庭内で家事以外の仕事を
している。
③妊娠中、または出産後間がない。
④�疾病、負傷、または心身に障がい
がある。
⑤家庭で看護を要する方がいる。
⑥火災など災害の復旧をしている。
※�年齢によっては入園できない保育
園もありますので、ご了承くださ
い。
　詳しくは、福祉政策課（☎43―
7322）まで。

　（福祉政策課）

子育て支援センター
31―6639）まで。
※ 平成26年３月末まで、ちぃすてっ

ぷ専用駐車場は閉鎖します。なお、
役場前駐車場は来庁者用となりま
すので、駐車はご遠慮ください。

「ぴよぴよ」

☆ぴよぴよ広場
対　象　�０歳から就学前までのお子

さんと保護者の方
開放日時　月～金曜日
　　　　　（木曜日、祝日を除く）
　　　　　午前９時～午後２時
開放場所　西部保育園プレイルーム
※１月６日（月）～８日（水）はお休み。
※年始は１月９日（木）から行います。

☆ぴよぴよクラブ
対　象　�０歳から就学前のお子さん

と保護者の方
と　き　①１月７日（火）
　　　　②１月21日（火）
　　　　午前10時～11時30分
内　容　①お正月遊び
　　　　②ペープサート・
　　　　　栄養士によるミニ講演会
ところ　西部保育園・ホール、園庭

☆ぴよぴよ出前保育
と　き　１月17日（金）
　　　　午前10時～正午
　　　　※事前申込は不要です。
ところ　ふれあい交流センター
対　象　�０歳から就学前までのお子

さんと保護者の方
　お問い合わせは、西部保育園（☎
73―7634）まで。

「ちぃすてっぷ」
対　象　�町内在住の就学前までのお

子さんと保護者の方
開館日　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　午前10時～午後３時
　年始は１月６日（月）より開館し、
１月31日（金）は館内清掃のため休
館します。
※事前申込は不要です。
※保護者の方と一緒に来場ください。
※�４歳以上は、１月６日（月）は、午
後１時以降のご利用となります。
※�１月24日（金）の午前中は「赤ちゃ
んと一緒にゆったりヨガ」に事前
申込された方のみ利用できます。

１月の行事
「赤ちゃんと一緒にゆったりヨガ」
と　き　１月24日（金）
　　　　①午前10時～10時50分
　　　　②午前11時10分～正午
対　象　�平成25年６月23日以降に生

まれたお子さんとお母さん
講　師　奥田　奈実先生
　　　　（ヨガサロン　マダムフキ）
定　員　①・②ともに10組（先着順）
持　物　バスタオル・飲み物
※動きやすい服装でお越しください。
※�事前申込が必要です。１月14日
（火）より受付を開始します。

「１月のお誕生日会」
と　き　１月17日（金）
　　　　午前11時30分～正午
　　　　※事前申込は不要です。
　お問い合わせは、ちぃすてっぷ（☎

1�



期限内に納税を
　平成25年度の町・県民税の第４
期分、国民健康保険税の第８期分の
納期限は、１月31日（金）です。納
め忘れのないよう、期限内に納付し
てください。

　（税務課・保険課）

老齢年金の支給を受けた方に
源泉徴収票が送付されます

　厚生年金・国民年金の「老齢年金」
などの「老齢（退職）」を支給事由
とする公的年金は、税法上「雑所得」
として所得税の課税対象になります。
　このうち、「老齢年金」の額が
108万円（65歳以上の方は158万円）
以上の方については、所得税を源泉
徴収することになっています。
　そこで、平成25年中に「老齢年金」
の支給を受けたすべての方を対象に、
日本年金機構から平成26年１月末ま
でに源泉徴収票が送付されます。
　源泉徴収票は、年金以外に給与収
入があって税務署で確定申告をする
ときや、源泉徴収の還付を受けられ
るときに添付する必要があります。
　源泉徴収票を紛失された場合、再
交付しますので、お近くの年金事務
所や年金相談センター、または「ね
んきんダイヤル」（☎0570―05―
1165）までお申し出ください。なお、
「障害年金」や「遺族年金」は非課
税のため、源泉徴収票は送付されま
せん。

　（奈良年金事務所）

出初式を行います
　新春恒例の出初式を行います。な
お、出初式当日は消防車がサイレン
および半鐘を鳴らしますが、火災で
はありませんのでご注意ください。
○三郷町消防団出初式
と　き　平成26年１月６日（月）
　　　　•町内パレード
　　　　　午前８時30分～
　　　　•出初式
　　　　　午前10時30分～
ところ　三郷中央公園多目的広場
　　　　�（雨天時：三郷町スポーツ

センター）
○奈良県消防協会
　　生駒南支部連合出初式
と　き　平成26年１月13日（月）
　　　　午前10時～
ところ　三郷中央公園多目的広場
　　　　�（雨天時：三郷町スポーツ

センター）
　（総務課）

年末年始の
ごみ収集・持ち込み

　12月31日（火）から１月５日（日）ま
での期間と１月13日（月）成人の日
は、ごみ収集業務をお休みします
（ごみの持ち込みもできません）。進
入路や清掃センター入口付近に、不
法にごみを置かないようにお願いし
ます。
　なお、年始は１月６日（月）から通
常業務を行います（ごみの持ち込み
は平日午前９時から午後４時まで受
付します）。
※�収集時や持ち込み時引取できない
ごみがありますのでご注意くださ
い（「家庭ごみの出し方・わけ方」

保存版参照）。わが家のごみカレ
ンダーにも記載しています。
※�水曜日にご注意ください。平成
26年１月１日が水曜日のため、１
週ずれています。わが家のごみカ
レンダーで確認お願いします。

　（清掃センター）

緊急時　まよわず
あわてず　110番

　１月10日は「110番の日」です。
事件・事故の被害に遭ったり目撃し
たときなど、警察の緊急対応が必要
な場合に110番通報をお願いします。
使い分けよう２つの110番
110番� �事件や事故の場合など、緊

急時のダイヤル
＃9110� �２日前に不審者を見かけた

等の場合にかけるダイヤル
※�耳が不自由な方は、FAX0742―24
―0874を利用ください。

「110番通報　５つのポイント」
①何があったのか
②どこであったのか
③いつ頃発生したのか
④�今どうなっている。犯人の特徴や
逃げた方向と方法
⑤�あなたの名前、住所、電話番号
「運転時に110番する場合」
◎まず車を停めます。
　•�一般道路では、市町村名や建物
などを教えてください。

　•�高速道路などでは、道路名、方
向（大阪・三重方面など）道路
端に表示しているキロポストの
数字を教えてください。

　•�通報後、あなたの携帯電話に警
察から電話をかける場合があり
ます。

　（西和警察署）

12月２日（月）に、産官学地域活性化連絡
協議会で、イルミネーション事業を行いま
した。今年は近鉄信貴山下駅前を飾り、カ
ウントダウンで一斉に点灯されたときには
「おお～」という声が上がっていました。
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本
文
：
史
学
さ
ん
ご
う
発
行
「
三
郷
路
ふ
る
さ
と
散
歩
」
よ
り
抜
粋

　

大
和
で
は
古
く
か
ら
、
巫
女
の
こ
と
を
「
そ
の
い
ち
さ

ん
」
あ
る
い
は
「
そ
ね
っ
た
ん
」
と
、
敬
い
と
親
し
み
を

込
め
て
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

　

巫
女
の
歴
史
は
、
古
事
記
の
神
話
の
世
界
の
天あ

め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命

に
始
ま
り
、
神
に
仕
え
て
神
楽
・
祈
祷
を
行
い
、
神
懸
り

し
て
神
意
を
人
に
伝
え
る
託た

く
せ
ん宣

を
行
う
な
ど
、
格
式
の
高

い
役
も
背
負
っ
て
き
ま
し
た
。
巫
女
王
と
言
わ
れ
る
卑
弥

呼
や
神
功
皇
后
の
よ
う
に
祭さ

い

祀し

に
よ
る
神
意
に
よ
り
、
国

の
政
治
を
行
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
町
の
坂
本
家
は
、「
そ
ね
っ
た
ん
」
の
家
系
が
代
々

に
亘
っ
て
続
く
、
国
内
で
も
数
少
な
い
一
族
で
す
。
当
家

に
は
、
宝
暦
１
２
年
（
１
７
６
２
）
に
、
神じ

ん

祇ぎ

官か
ん

領り
ょ
う
ち
ょ
う長
で

あ
る
卜う

ら

部べ

け家
か
ら
賜
っ
た
「
神し

ん
と
う
さ
い
き
ょ

道
裁
許
状じ

ょ
う

」
が
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

龍
田
大
社
と
坂
本
家
は
密
接
な
関
係
に
あ
り「
風
鎮
祭
」

で
舞
う
龍
田
神
楽
は
、
同
家
に
昔
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る

格
調
の
高
い
神
楽
で
す
。「
そ
ね
っ
た
ん
」
は
、
今
で
は

貴
重
な
存
在
と
な
り
、町
内
お
よ
び
近
隣
の
神
社
の
祭
祀
、

祭
礼
に
例
年
招し

ょ
う

聘へ
い

さ
れ
、
湯
立
て
神
事
、
剣
の
舞
神
楽
の

奉
納
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

▲龍田神楽を舞う
　坂本秀子さん（左）・考江さん母娘

（龍田大社提供）

▲先々代の坂本キクノさん
　（昭和30年頃）

　（芳賀日出男氏撮影）

町民憲章
	 豊かな自然の光に親しみ　先人の歩みに学びながら
	 わたくしたち　三郷町民は　かたく手をとりあって
	 かおりたかい教育と文化の町づくりにはげみます

　一　自然と歴史をたいせつにして
　　　　　　明るく美しい環境をそだてます
　一　たがいの人権をまもり
　　　　　　理解と協調のきずなをふかめます
　一　教養の向上につとめ
　　　　　　豊かで高い人間性をやしないます
　一　心のふれあいをとおして
　　　　　　温かい助けあいの輪をひろげます
　一　スポーツに親しみ
　　　　　　健康にはたらく家庭をつくります
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町の木  もみじ

町の花  ひまわり

人　口　23,161人（＋10人）
　男　　10,999人（＋₉人）
　女　　12,162人（＋１人）
世帯数　10,050世帯（＋₆世帯）
面　積　8.80km2

平成25年12月１日現在住民基本台帳調

（　　）は前月比町のうごき

環境保全への取り組みを奨励し、
環境にやさしい「大豆油インキ」を使用
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